
世 界 の 珍 竹

室 井 来車

竹と笹の種類が世界に1250種もある、 これらのう| ころからヤネフキチナに代って生え初め、 1200-1300
ち、平等が円で、奨が長楕円形である竹や笹の仲間から 1 m .で最高の生長を示し頂上F付近では稗高1.5m.位であ

i  は申もねさん

る。 Iんで頂上までチv -:rすすが分布する。この高所でみら
なお、回木の珍竹については、拙著「竹と笹」中の| れるチV マサずは丈け僅かに 10-15cm.内外で、きF
次の二項を御覧闘いたい。すなわち |ハ 9:/や千島の海岸で見られるような寵型である。頂

珍らしい型をした竹と笹、 107ぺージ
カピのためにできた美しい斑竹、 281ページ

である。

上より下るに従って順次、手専は伸長する。中腹ではコ
メツガ、ダグカシパ、 トガ、 トクヒなどの若手遂を処々
で破ってチνマナサが時々若手落をつくる。また、東沼
地方の山々では700-:別 Om. から1300m. の場所に最良
の生育がみられる。
との平池峰山などの高所や、千島、ナノ、 9:/などに

生じる笈型のものと、中部売踏の長高所の1 . 5m. の得
高とを比べるとを中部地方では本種が大型のまま
で、山腹で分布がiとっている理由がわからない。中部
地訪の高山で、この丈高いチνマサヨ1・群落を眺めると
き、京援がどうも遠慮がちで十分実力を発揮せず、寒さ
に挑戦してゆかぬのが不思議でならない。ホ種がもし.
中部地方で、早池峰山におけるように 10-15cm位にな
るまで、寒さと戦いつつ山E更に向って繁殖し: 続ける
ことができたと仮定したら、更にもう 500m.や1000m.
ぐらい高い所までは怒〈笑カが発鍔できて生存が許さ

高由に金える竹や笹 ノ
世界最高の山地に生ずる竹は、①クスクエア アp
スタータで、ぺ11 / ーのアシデス山中の 4500m. の高E尽
に自生するものである。本震はアメリカメ謹特産で、
大潅木、小混木、または号室縁茎をして、花が密集した
円錐花序を演生する特殊なもので、約60種を含む。特
にアシデス山の高部地帯、及びブラジルの高原地帯に
分布し、メキνゴから南テ 9ーまで生えている。南限
は南チリーの西岸のテロエ島( 南緯42皮〉で、京: 震の
献であるばかりでなく、世界のあらゆる榊笹の翁
育の最南端でもある。
日本の竹や径はどういう関係か、十分に寒さに耐え
る素質を持ちなが
ら、どうも遠慮が
ちで、高さにおい
ては前者のそばに
もよれない。我が
国の最高所に自主主
するものはテνマ
ナ宅、一て名ネマガ
3 ダケで、北海
道、本'H1tc.広<i子山一ι'-'布しながら、. 最高
の場所は中部のア
ルプスの2200-23
OOm.辺りである。
とこでは稗が 1 -
1.5m. に伸長して
茂っている。ま
た、中国山脈の氷
ノ山は標高 1510m
で 1000m. 位のと
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れそうな気がする。 Iる。ととろが経済栽培の限界はずっと南の営主葉県のあ
よく蛍林署などの人に会うと「ネマガ Pダクは頑固| たりである。では南に寄るとより生育がよいかと思え

で、との群落のある山では植林が全然できず、駄目で| るが、常識を裏切って、南限は琉球で止ってしまう。
ある。…。」などと言ったり、 また書いてあるが事実| 琉球列島では暑さのためか傷みつけられて貧弱な指大
はこれに反し、中部坦肪のネマガ Pダクはおとなし過| のものになって辛うじて命を繋いでいるのに過ぎな
ぎて、高山碕物などの縄張りを断ちきれず苦しんでい| ぃ。台湾では平地の生育は困難で標高 7叩 -800m. か
るような気がしてならない。

巨大な竹
現代位界中で知られた最大の竹は①デ Y ドロカラム

メ ギガY テクスである。述遁は、仏印、マレ一、タ
イ、ピルマの原産で広く栽培されている。得の高さ36
m. 直径 25cm. もある。この類は地下茎がなく叢金す
るので、この巨大な竹が 1株に 30(体から 40(取が直
径30m.を描いて一大若手議をつくる。材の肉は厚く、
強いので建築材に用いたり、内部を割いてパケツなど
を作っている。また、本種に次いで大きいものはイシ
ドの①パ Y プチ アJレンジナケア及び@ ノ{ yプナ ツ
ルダとか、マレー、東イ y }O辺りの①ギガ y トクロア
ロプスタなども太く、ともに建築材などとして顕著な
ので広く栽培される。これらの竹はいずれも、直径24
- 25cm. 周函70-80cm. というのが最も太いものであ
る。また、得の高く伸びて有名なのはイ Y r. マν
一、タイ地方の①デ y ドロカラムス ブラシジジであ
って、 40m. になる。本盛も広く殺1脅され、材は建築
用にされ、また、警l民性が強く、細く割い℃竹篭など
を作り、また笥を食用にする。
ょのほかにもデシドロカラムス、ギガ Y } クロア、
パY プすなどの属のなかには種々の大きいものが知ら
れている。

ら1000m.辺で、やっとそワソクチクらしい生育をす
る。
なお、よく太いモワ y クチクなどの話をすると、南

方の合滑に行くと巨大なものがあるとか、九州、lのどこ
かでは切断して箆か、飯沼を作るなどと、毅捕のみや
げ話が出て、決って太さ自慢の話に諮る。飯極ほどの
ものを見たなどと言うのは自然のものを見たのでなく
て、加工品をち主っと見たのである。すなわち、竹手早
を豚績で煮て軟くして、一端を割って伸し、 2. 3個
接ぎ合わせたものである。それ故、世界じゅうで一番
太い竹というのは、日本のモクソクテクを- i 恩り太く
したものと思えば間違いないのである。

細小の竹と笹
巨大な竹に続いて景小型のものを紹介することにし
よう。小型なことでは凡そ日窓の生物というものは日
本の狭い土地に適応して総て小型で、この小さいとい
う特徴では世界に比を見ないのである。
先ず世界最ノj、の竹は何と言ってもオカメすすであ
る。 ζの竹には、ゴマイナサ、イツハνノ、プ Y ゴナ
サ、カグラグナなど異名が随分ついているが、 0 0ダ
クと言うような一人前に認められた名というものはー
つも見当らないのはちょっと可愛想な気がする。そし
て余りにも馬鹿にされすぎた惑がする。* 種は司法の

日本の長ー大の竹はモクソクチクで、九州、ほうたりのも| 特産組物であるが、中国には同属の趨物が 2種あつ
のには可成り太いものがあるが、記録に残る最も太い| て、大きさは大同小異で、中国の大陸にこんな小さい
ものは三重県北牟裳都邑鷲町のものであるう。 ζの尾| 竹が生育していることは、何としても不思議なことで
溜は竹の町で、汽寧で尾鷲に7¥るあたり薮が処々に見| 常識てラ考えつかない程の珍らしいことである。それに
られる。うちでも土井八郎兵衛氏所有のものが長も太| このうちの 1種は日本のものよりも更にーまわり小さ
し蹄治この方、博覧会や共進会などに出品して度々| いのには鴛きに価する。いくら変化性に富んだ生物の
受賞し、天覧の光栄にまで浴したものである。同氏の| 仲間とは言え、あまりにも例外すぎることである。
祖先は 20ゆ年も前に、鹿児島から萄を取り寄せ、暖か! 笹の類での績調絡は何と言っても才ロジマナクで、
い紀州、iで笥裁培をすすめた恩人なのである。ここのモ| 他の種類ではいくら小型といってもこれには到底及ぼ
クソクチク材は高さ25m.周囲60cm.でE 大な点では目| ないものである。ょく鉢植などにしてあって、 2cm.
* じゅうのど乙のものよりも立派である。次いで、鹿| あるかないかの小さい繋が左右 2列に10校内外がきち
児島県、宮崎某のものが大きい。 Iんと並んで 4 - 5 c m . の稗の先端に行儀よくついてい
乙のモクソクチグというのは日本の中南部の気候が| るのは、何としても可愛らしいものである。本種と大

最もよく適するのであるう。裁堵の北援は北海道の函 I 1司小異のもので葉褒に毛のあるケオロνマというのが
銭市の西方、松前町、続いて青森県の北津経郡七米肘| あるが殆んど同じ位の大きさである。このケオロV マ
や西津軽郡深浦方面である。この辺では冬には薮巻き| はクネずすの蜜性型のー型であるとされている。
をしてやるとか、斑で包むとか特別の保護が必要であ| 奈良の春日公園を歩くとクネヂナの刷、型の賛栄発
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裂のものに出会うが、よくこの大きさで野生の随物と| ては最も小さいものである。
混じて生育ができるものであると驚かされる。ここの
樋物相を見ると屋久島の植生にちょっと似かよったと| 節閣の長い竹
ころがある。スギ、 νイ類、カゴカν、フジ、ナギ、 |  竹の太さ‘長さは日本のものと日本を除いた他の地
アラカν、イチイガジなどは驚く程大木となるが、そ| 域のものとを均べると大した差がないととを述べてお
の下草には二型あって一つは萎絞型で、チヂミチナ、 | いたが、節閣の長さと言うと比絞l乙ならぬ桁舛ずれで
タデ類、ヒメパライテゴ、ヒメアギスミレ、アキノタ| 日本の 3f}}もある。
ムラソ夕、ヒメキ y ミズヒキなどは頗る小型となる。 I 日木産のものは高さと太さの比はE 比例とは言えな
他のー型は普通の大さきに成長するもので、マヅカゼ| いが総じて均衡がとれているが南方などの節関長の著
ソ夕、ナガパヤプマ宏、オドリコソ夕、 νケジダ、ワ| しいものというのは太さに反比例して純いものほど節
ラピなどがそれである。原因はνカの食害とか、大勢 1 聞が長いものが多いのである。すなわち、同ーの節間
の人々が踏みつけるとか、固い粘土質に育ったためで
あるとか言われるが、他に何かもっと大きい原因があ
りそうな気がしてならない。
なお、奈良ー公園を広く歩いてこの笹を観察してゆ
くと公園から裏山の方へ進むにつれて次第に大型とな
り、三笠山の裏側などに行くともう普通のケネずすと
なってしまう。
しかし、このオロジマチクやケオロνマを摘木鋭ミか

ら地に移して肥糾を施すと短かい襲は曲って一層奇観
を呈し、決してネヂサやケネずすにはならないのであ
る。また、 1、ず古人ケネグヅ・を盆獲して度々苅り取っ
ていくら食会犠型の小型に作ってもオロνマチクやグ

長のものを比べると日木のものより箸くじ細いことで
ある。
節聞の長さの著しい世界的のものは⑦ννパ ライ
で、マレ一、仏印に産し、節聞の最も長いので知られ、
2 m . に余るものがある。最も長い部分は地上から第
3 、第4 節目のところである。また、 ζの稗は黄色
で頗る美しいので水管にしたり、傘の柄にしたりして
いる。ついでヒリッピシ産の①リマツJレダケで節聞が
1 m . に余るものである。また、 イy ド、仏印などに
広く栽培する⑮ネオホウゼアナ ズ11/ローアで、治謡
の節聞も約 1m. である。 との竹は全く例外で、稗も，
太く、肉が薄いので輪切りにして、深い7 . K 楠などを作

オロνマにはならない。やはりその聞に遺伝的なもの i って、太さと節関長をうまく利用している。また、続
を持っているとみえる。 Iいて長いのは⑪プルメイツルダケで、仏印、東イ γ

それ故「日京の竹や笹が細分されすぎているから、 |  ド、マν一、の緑林中に産する王室竹で、樹木をよじ登
1 m 議や栽培によって再検討して整理し、数を並走らせ。J I り、節聞が 90cm.余りに成長する。この竹附田いの
などとよく也意を受ける。もちろん、多くの竹笹の名| で、南方では笛とか、火吹竹として重要なものであ
のなかには「無駄な名称J (竹と笹、 205ページをみ| る。これらの外、節聞が70-80cm.級のものはずラに
よ。〉などでのべたようにすぐにも整理のできる、ま| 知られている。
たしなければならないものも多いが、また反面、多く| 日本の竹の王者は何と言ってもピゼシナ 9 ヒラ〈誤
のものにはよく調べると夫々の特徴が見付かり、そう| 紘トクチク〉である。直径 4 - 5 c m .で高さ10m.余り
した特徴を余り多く知りすぎているためか、そう簡単| にも伸びる。節間の長いものでは80cm. 内外に伸び、
に急いで整理を断行する英断を持たないし、またその| 特に九州、四国の陵地には巨大なものがある。庭の隅
必要もないから、そう短万直スにできないものも多い| に摘えて捌11 : . すると秤が気持よく真直に伸び、緑した
のである。 Iたるような奨をつける。このようによく出来たのに出
続いて日窓を除いた地域の長小の笹は3 ニイタカメ| 会うと、何となく愉快になり、緑の複線な美しさを見
ダケである。この笹は合湾の中央山脈の阿里山の高嶺| 直すのが常である。
から、新高山へかけて海抜2000-3000m. の処に自生す| このピゼシナリヒラは陵商の諮地方の庭に普通で、
る高さ1 O-20cm. ぐらいのもので、ち主うど日本のヒ| 稗が直径 2 - 3 c m .高さ 5 m .に伸びた若竹を、 3 m .内
メνマダケか、日陰のアズマヰ、ずさFを恩わせる霊祭であ| 外で先端を伐り払い、各節から最初に出た 3本の太い
る。ホ種は特殊のもので、地中に繊細な儒旬茎を持っ| 校を基留から 4 - 5 c m . のところで伐ると小校が耳芝生
ていて節々には1H:も芽もなく、その先端が紅起して竹| して、なかなかよいものである。特に関西の大阪、神
蒋となる。 ζの節句茎のあることは他の竹笹の仲間で| 戸、名古屋、岡山、広島の各都市では、大名竹〈ダ
は見ない特徴で、日本の地下茎のある仲間と、南方の| イミョクチク〉と呼んで大鉢に結え、底頭に並べてあ
態生するグルーフ・の中間型である。京種はとても日京| るが、 グリ - y がよく生気を呼んで美しいものであ
のオロνマデクなどの比ではないが日本外のものとし| る。

- 1 8 9 -



キヂナ、スズダク、ミヤコ少すなどで、割合に開花の
室 性 の 竹 l時期が揃うようである。これに反してだらだらと何年
目2訟の竹は総て稗の質が固く、直立して成長するが| もかかって次々と稗が代って献する避の強いものは

鮒圏のものは一般に得が柔軟のものが多い。その極| カシチクで、十分成長しているところとか、大鰐を
端なものは森欄木をよじ登る藁性のものである。 EI 作って植え込んでいるところでは必ずと言ってよいほ
京の竹より水湿の地に好んで生える。竹は殆んど世界| ど毎年、それも春から晩秋まで害防Eし結実するもので
じゅうに産するが、釣竿にするような固い竹は日i f ; :CD 1 ある。それに他の竹類のように瞬Eしても移栓体が決
ものが最も優れているので、世界の市場に日本品が出| して枯死せず、知らぬ顔をして青々と茂っているので
廻っている現状である。 1 ある。
この菱性の竹の仲間にはツルダク( ヒイラシチク) 1  ところが、 「処変れば品変る H ・H ・。」の警のように

属、メロカシナ属など 9属、約20唱を含み、閉じア| イシドの⑬ヒマラヤダクはヒマラヤ山の標高23ト 350
メ9カから南洋諸島、中国南部、イ Y !-，. マダガスカ 1 m. の山中に群をなして自生し、毎年開E櫛 Eすると
ノレ島、マライ群島、ニューギニアなどの地獄にわたっ
て広〈分布している。
右のうち、@ ツノレダクは台湾、ヒ F ッピシの森歩地
帯に豆って広く分布し、太さは日本のヤダクかメダク
位の太さであるが. 稗が著しく長く、 30m.から35m.に
も伸びて、その長い節聞に清水を貯めていることで有
名である。特に熱帯地方では71 < が平く腐り、伝梁病の

いうイネ科に類した竹もある。

枝霊れの竹
νダレヤナギのように長い校や奨の下翠する植物は

入の心を落ち付かせるもので、洋の東西を間わず公
園、学校、あるいは教会などの庭園に広く構えられる
のである。との校翠れ品は各種の鑓物の中に見出され

媒介が烈しいために生水を飲むことが恐れられている| ている。勿論、竹の類でも見付かっている。
から、この節閣の水は熱帯地方の山地で働く人々の飲| マν一地方の⑮デ Y!-'ロカラムス ベシズノレスは筏
料水として特に貴ばれている。機夫は山中で、 ζの竹援が長く下翠し偉観を呈するので広く栽培される。 3誌
を見付けると融かの動切って水筒代りに背負い、 | 部ヒマラヤから仏印にかけて分布する、@ デシドロカ
必要に応じて節の上部を切って、欽みほすのである。 1 ラムス パテノレラ 9スは稗の高さ 10m.節聞が 60-80
ζのように節聞に水を貯えているものは本種のほか、 1  cm. もあって多くの校を下丞して一大奇観である。
@ メロカラムス コY パクテフロ川、その他、数種別 日本のものは、ハチクの変りもので、サカナダクと
知られており、仏印、イ Y r. ピルマ、ニューギニア| 言われ cr竹と笹J 50ページ' を見よ〉、新潟県の西方寺
などに分布する。いずれの地方でも総べて憾未など0 : ， 1 に親鷲上人が訪れ、地に摘した杖から逆に授が成長し
飲斜として資ばれている。 1 たと伝わっている。このような奇態はあらゆる民族か
竹に恵まれた日本ではあるカ亦幸にも上のような水| ら貴重品吸いにされて直ぐ伝説を産む。日本では植物
を貯めるものも、夏竹もなく、面倒臭いが水筒を下げ| の奇形が見付かると、神仏の霊魂などと結びつけて、
て登山しなくてはならないのである。 1 神社とか寺院で貰いうけ、そのうちに信仰と結びつけ

毎年開花する竹
て伝説が生れてくる。よく地方に出ると真面目に親鷲
上人と結びつけて話をしてくれるのである。このよう

桁や径は樹木のー種で、花は毎年咲くことが当然で| に伝説と結びつけると言うことは決して良いことでは
あると思えるが咲かないことが普通である o それに比| ないかも知れぬが、口碑とともに、生存競争に不利な
べてイネ科指物というのは殆んど例外なく毎年咲くも| 劣った劣性の形質が、特別の保護を受けて蔑され現在
ので、時にダシチ夕、サトクキピやトキヲススキのよ| に及んだことは何としても有難いことで、親鷲上人に
うに 2 - 3年かかって稗が成長し、' 花が咲くと珍らし| 感謝しなくてはならない。
がられる o タク科のものと、イネ科のものは開花の性
質が随分遭っている。
日広の竹や笹は 2 、3 年続き蒋が代って開花するも

のはあるが、そう何年も続いて瞬Eするというような
ものは先ず見当らない。 2 、3 年も続いて開花する性

窓質の竹
E;;訟の竹や笹は緑、て稗が木質化していることが、イ

ネ科と異ったーつの特徴であるが、ヒ 3 ッピy の@ i /
ノクロア エルメリという竹やアフリカに産する⑬グ

質のあるのは、ネずナ、ヤダ夕、 オカメ歩合子、マダ| アデノレラ ロシギホ Fアの近似品3 種などが報告され
ケ、ハチクなどである。それに比べて 1年だけで開花| ている。いす、れも革質の柔らかな得を持っていて、高
橋死してしまう、いわゆるー弓時前Eをする種類はチマ| さ60cm. 内外という短いものばかりで、稗の先端に大

-l90ー



きい奨をつけることでよく知られている。ち主うど日
本のすサクサに似た縞物である。

肉質の大きい果実をつける竹
jf(イy ドに産する⑫メロ y カy ナ パジプソイデス
という竹は花後に出来る果実が竹類ちゅう、最大で、
直径8 - 12cm.もあって、 9 y ゴのような形をしてい
て、果皮が肉質である。土人はピーテルナットのよう
に美味であると言い、好んで焼いて食用にする。ま
た、ピルマの⑮メロカラムス ゴシパタチフロルスも
果実が 9 Yゴ大で、肉質の果皮をもち、前穫と同様、
食べられるのである。ところが、日本では竹よりも笹
の種類がよく結実するが、総て小型で果皮が薄くて種
子に癒着し、いわゆる頴果で、ゴムギ、オオムギ粧ぐ
らいの小位ばかりである。( r竹と笹J 289ページ竹
笹の巣突をみよ。〉

タパシーJレ〈たけみそ〕の出来D竹
日本の本主主義に⑫たけみそ、渓名、天竹寅のことがよ
く書いてある。との天竹糞陀①南洋刻竹パシプサ ア
) 1 / シジナグアと⑬メロカ y ナ パシプツイデスなどの
4、 5種の稗の中にのみ出来るものである。日本には
パシプサ属やメロカシナ属の竹を産しないので、利産
のたけみそはない。とれらの竹類はイ y ドνナ、ボル
ネオ、マν一、海南島などに産し、いずれも稗が叢生
じていて. 竹平等ちゅうに多量の珪酸を含み、その節問
中にときたま践滋賀の固形物が出来ることがある。こ
れを天竹糞〈タパν-)レ〉と言い、強4土到lや健審剤と
して古くより薬用として貸ばれてきた。京品は他のい
かなる属の竹綜中にも知られていない。

なお、上のものの外に、結節が螺旋状にぐるぐる
廻りながら伸長するラセツチク( メダクの変りもの〉
のような暗型が時たま現われるが、決して種類が一定
していない。また竹の皮の表面の刺毛に激議を含み、
コーヒーの中にー匙を7¥れると死亡すると言われるも
のなどがあると書いたものがあるが、真疑のほどが疑
わしいのでこの辺でぺ Y を飽く。

E主
① クスクエア アリスタタ

Chusquea m "Istata Munro 
①デγ ドロカラムス ギガシテクス

Dendrocalamus giganteus Munro 
①パシプナ アルシジナグア

Bambusa arundinacea Willd. 
③パ Y ブナツルダ Bambusa Tulda Roxb. 
①ギガ y ロプスタ

Gigantochloa robusta Kurz. 
@  デy ドロガラムス ブラシジνー

Dendrocalamus Branaisii Kurz. 
⑦ ニイタカメダグ

lndocalamus niita加ryamensis Nakai 
③レνパライ Leleba Wrayi (Stapt.) 
① リマツノレダグ Scmzostac勾lum lima M e1'T. 
⑬ ネオホタゼアナ ズルローア

Neohouzea倒 Dullooa A. Camus 
@  プルメツルタケ

Schizostacめm m Blumei Nees 
⑫ ツJレタケ Schizostachyum Merr. 
⑬ メロカラムス ゴY パクナブロルス

且tlelocalam悶 comρactijlortls Benth. et 
Hook. 

⑬ ヒマラヤダグ Arunainaria falcata Nees 
@  デy ドロカラムス ベシズJレス

Dendrocalamus tenaulus Lidl. 
⑬デy ドロカラムス パテルラ 3ス

Dendrocala111us ρatellaris G a mble 
⑫ジノクロア エルメ 9

Dinochloa Elmeri Gamble 
⑬ グアデルラ ロジギホリア

GuaaeUa longlfoFa Cammsin 
⑬ メロカシナ パy プソイデス

且tlerocan叩 ba例 busoiaes Trin. 
⑫ たけみそ、渓名・竹賞、天竹賞、竹菅、竹脳、
竹縫、英名 Tabashir，Bamboo manna 

新刊紹介
“竹 と 笹"

室 井 締藩

先般、持上書脂から、室井縛箸「竹と笹」の本が刊| き留められた、竹と笹に関する論説を集めたものであ
行された。 I る。
本警は、氏の過去251Fにわたるl収集研究の中から警! とういう事門警は、如何かすると国苦しくなりがち
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